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研究成果の概要（和文）：過去に収集した逐語録を倫理事項を配慮し電子化し再分析した。カウンセラーのスキ
ルとカウンセラーの意図との関係、カウンセラーのスキルとクライエントの反応との関係、カウンセラーのスキ
ルについてのクライエントの有益性評定の差異について、それぞれ明らかにして各学会で公表した。また、海外
の知見と日本においても同様の結果が得られることも実証できた。さらに訓練により各スキルの有益性得点がプ
レテストに比較しポストテストでは上昇し訓練が効果があることも実証した。カウンセリング訓練で障壁であっ
た逐語録作成と評定手続きを改善し、サーバに録画録音し、AI逐語化し、PCで評定できるツールを開発した。特
許対応が必要である。

研究成果の概要（英文）：In consideration of ethical matters, past verbatim data was digitized and 
re-analyzed. I conducted the following analyzes and presented them at conferences: the relationship 
between counselor skills and counselor intentions, the relationship between counselor skills and 
client responses, and the differences in clients' usefulness ratings of counselor skills. Through 
these, I was able to demonstrate that similar results can be obtained in Japan as well as overseas 
findings. I also demonstrated that counseling training increased usefulness scores for each skill 
post-test compared to pre-test. I improved the verbatim recording and assessment procedures, which 
had been a barrier in counseling training. I recorded the situation of the counselor and the client 
on the server, verbatim using AI, and made it possible to select the category on the PC.

研究分野： 臨床心理学　カウンセリング心理学

キーワード： カウンセリング　訓練ツールの開発　逐語録　カウンセラーのスキル　カウンセラーの意図　クライエ
ントの反応　有益性評定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、日本でのカウンセリングにおける関連変数の関係が明らかになった。カウンセラーから出された
各スキル（是認と保証、開かれた質問、言い換え、感情の反映ほか）についてクライエントの有益性評定との関
連、カウンセラーのスキルと意図との関係、カウンセラーのスキルとクライエントの反応との関係、および訓練
前後でクライエントの有益性得点が上昇し訓練に効果があることを実証した。また、カウンセリング訓練には、
これまで一種の職人技が必須であった。ＰＣを用いた自動逐語録化、すべての評定をプルダウンで選択できるUI
利用で、訓練を簡易化できるツールを開発した。そのツールを用いれば訓練が容易になることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）日本において標準化できるカウンセリング訓練法，およびカウンセリング訓練の効果計測
に使用できる訓練ツールが普及していない。そのため、日本の環境に適合した訓練方法について
基礎研究を行う必要がある。 
（2）その際、申請者が訳出し公刊した Hill（2004）の訓練方法をひな形として、それを日本文
化に適合した形態で発展させることが考えられた。申請者は、10 年以上にわたって大学生、大
学院生を対象に、上記訓練方法を実践してきた。そのような中で、訓練方法の向上に資すること
および個人情報の守秘を条件に，レポート提出を求めてきた。研究倫理委員会での審査を受けた
上で、上記レポートの再解析により問題点を整理し，新たな分析枠を導入することができるので
はないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
（1）カウンセリング訓練法に関する文献的検討を行い、ヘルピング（カウンセリング）訓練方
法に関する研究を概観する。 
（2）Hill（2004）の訓練方法を導入するにあたり複数の問題点が存在する。過去の提出レポー
トを再分析することで、Hill が訓練に用いたさまざまな評定に必要な項目（ヘルピング・スキ
ル・システム、ヘルパーの意図、クライエントの反応、有益性）等が日本でも適用可能かを明ら
かにする。 
（3）ヘルパーの各スキルが米国と同様なクライエントの反応を引き起こすかどうかを検証する。 
（4）現状では訓練手続きが手作業による逐語録作成、ヘルパーとクライエント両者からの評定
等が求められる。繁雑であり学生のなかには戸惑う者もいるので、簡潔な手続きの開発が求めら
れる。 
 
３．研究の方法 
（1）APA のデータベース PsycNET を用いて文献検索し、関連文献を収集して文献的検討を行う。
また、海外での情報収集を行う。 
（2）筑波大学人間系研究倫理委員会東京地区委員会での承認を得て、過去に提出されたレポー
トの再分析を行う。そのためには、分析用逐語録データ資料の電子化が必要である。また、過去
の逐語録について評定が正しいかどうかについて、公認心理師・臨床心理士等の資格を持ちスク
ールカウンセラー経験 14 年以上あり、大学での相談業務でも経験豊富な者を雇用して、カウン
セラーの言葉かけの分類、およびクライエントの陳述反応の分析を行う。 
（3）上記（2）の資料の電子化と分析結果を受けて、日本におけるスキルとクライエントの反応
との関係、およびカウンセリングに関わる各変数間の関係を検討する。 
（4）linux 系の OSを採用し、マイクモジュール、音声解析ソフトなどを組み込んだ逐語録作成
システムを作成し簡便化を行う。 
 
４．研究成果 
（1）まず Hill らの研究を中心に 31 件収集した。それに加えアメリカ心理学会データベー
ス PsycNET（日本語の主要論文も含まれる）を用いて{{counsel or skill} or {Counseling 
skill}} and {{client reaction} or {clinent statement}などの検索語で 6 件、{{helper skill} or 
{hel ping skill}} and {{client reaction} or {clinent statement}}などの検索語で 13 件収集し
た。計 19 件から Hill が関わっていない 7 件を参照した。カウンセラー訓練、ヘルパー訓練
に関した文献についても検索し収集した。これらから逐語録データの分析方法の確認を行
った。さらに、カリフォルニア大学サンディエゴ校コミュニケーション学部に半年間
visiting scholar として滞在し、コミュニケーションやカウンセリング関係の教員に取材し
情報収集を行った。Hill の訓練方法が、主要な方法であることを確認した。 
（2）過去の演習授業においては、Hill の 3 段階モデルにおけるカウンセリング初期の段階で
ある探求段階の演習について初回と最終回の２回にわたってベースライン測定（ヘルパーによ
る手作業による逐語録作成、ヘルパーの言葉掛けについてヘルピング・スキルの特定、言葉掛け
の時のヘルパーの意図、ヘルパーの評定する有益性評定、言葉掛けへのクライエントの評定する
反応、クライエントの有益性評定）を行って紙媒体でレポートとして回収している。その両方と
も電子化し、経験豊富な者がレポート提出者のスキル特定が正しいかどうか点検を行い、レポー
ト上の個人情報データ等をマスキングした。完成している資料について、すべて数値化されたデ
ータに変換し、上記データを技術補助員および事務補佐員が、エクセルソフトを用いて、データ 
の入力を行った。これらの手順で得られたデータの一部を統計ソフト SPSS に読み込んだ。 
（3）Hill のヘルピング・スキル・システムを踏まえて、12 個のスキルのうち、探求段階の主要
なスキルである是認と保証、開かれた質問、言い換え、感情の反映、自己開示、その他のスキル
と、最終段階の行動段階のスキルである情報、直接的ガイダンスを取り上げ、以下の分析を行っ
た。なお、データの電子化も引き続き行っているので、N 数は研究によって異なっている。 



まず、スキルごとに有益性得点（０～９点）が
異なるか、個人差（ペア差）を共変量とした一要
因分散分析等統計的解析を行った。ヘルパーとク
ライエントの組によってヘルパーの言葉掛け回
数が異なるが、その変動を排除した。その結果、
是認と保証スキル、感情の反映スキルが他のスキ
ルと比べて有益性が有意に高いことが確認され
た（Figure 1、日本心理学会第 84 回大会発表）。
また、ヘルパーが言葉掛けした各スキルとクライ
エントの反応とをクロス集計表を作成し関係を
検討した（発達心理学会 32 回大会発表）（Table 

1）。さらに、Prague で開催された
ICP2020+では、スキルとヘルパーの
意図の関係について発表した（Table 
2）。発言回数の多いヘルパーとクライ
エントで有益性が異なるかも検討し
た。いずれも海外と同様の傾向を示し
ていることが明らかにされた。ヘルピ
ング・スキル訓練法を開発したHillは、
主に質的研究法を得意としていること
から、今回の統計的結果に基づく結論
を得たことはこの領域における研究に
ついて展開ができたと言えよう。また、
Figure 3 にあるように、訓練をするこ
とにより、ヘルパーの訓練後（赤色）
には訓練前（青色）と比べてヘルパーの発する各スキルについてクライエントが判断する有益性
が増大することも示された（日本心理臨床学会第 40 回大会発表）。 
（4）当初 linux OS を利用した訓練ツールの開発を計画していた。住友電気工業先端学術研究所
からの委託研究および共同研究で開発したコミュニケーション分析ツールに改良を加えて、カ
ウンセリング訓練システムの開発を行
った。クライエントとヘルパーのそれ
ぞれに録音機能及び録画機能を備えた
タブレットを用意し、音声と画像をサ
ーバー上に保存し、AI 解析し自動的に
逐語作成することを可能にした。また、
ヘルパーとクライエントが個別に意
図、反応、有益性といった各評定、各ス
キルの特定についてもプルダウンで行
える環境を整えた。特許登録が必要で
あるが本研究の大きな成果である。次
年度開始の科研でシステムを発展さ
せ、利用しやすい訓練ツールとして活
用した研究の実施計画を立てている。 

Table 1　各スキルとCl.の反応のクロス表
4軽減され
た

5ネガティ
ブな思考
や行動

9 責任性 10 解放
11新しい
視点

13 新しい
行動方法

14 挑戦さ
れた

15 脅かさ
れた

16 悪化し
た

17 膠着し
た

18 方向づ
けが不足

19 混乱し
た

20 誤解さ
れた

1 是認と保証 249 b 255 a 53 c 36 12 37 29 45 6 6 22 12 3 3 4 0 1 5 11 14 20

2 閉じられた質問 286 a 235 b 27 21 28 94 c 92 43 5 4 88 16 14 23 9 3 17 28 46 31 45

3 開かれた質問 125 b 171 a 15 8 20 57 108 c 45 1 3 68 6 18 26 3 1 6 13 27 10 39

4 言い換え 559 a 402 b 28 60 40 87 171 c 128 12 13 48 16 6 13 2 3 9 15 25 22 46

5 感情の反映 128 a 110 b 2 14 15 13 30 70 c 3 1 10 2 1 2 1 0 0 1 0 3 4

10 情報 18 48 b 2 3 0 2 6 0 1 0 3 27 c 6 0 1 0 2 1 0 0 54 a

11 直接的なガイダンス 13 c 41 a 6 6 4 6 5 3 2 2 1 10 0 0 0 1 4 1 1 0 26 b

12 そのほか 45 859 a 102 145 57 177 303 b 273 c 22 29 150 60 43 45 7 2 15 31 54 33 122

注）反応は３つまで選択可能であった。１～14はポジティブな反応，15からネガティブな反応。上付き文字は，a)第1に多かった選択，b)第2に多かった選択，c)第3に多かった選択のことを指す。

12教えられた 21 反応なし1理解された 2支持された
3希望に満ち

た
6 良い自己理

解
7 明白 8 感情

Table 2 Contingency table of skill and intention

Mean S.E.

1 Approval and reassurance 6 12 2 343 a 26 51 78 c 52 1 1 6 87 b 26 21 15 1 8 7 6.622 0.086
2 Closed question 1 243 a 8 149 c 124 162 b 46 25 15 11 18 68 112 30 8 3 24 3 8 5.925 0.067
3 Open question 9 223 a 10 66 100 123 c 24 29 9 5 10 45 133 b 32 7 3 16 1 2 6.131 0.079
4 Restatement 5 90 11 436 a 167 369 b 42 63 22 14 9 209 c 111 23 27 3 22 2 12 6.245 0.056
5 Reflection of feelings 2 11 3 104 b 29 61 c 4 27 2 1 112 a 26 7 3 1 4 6.789 0.120
10 Information 125 a 2 72 b 14 c 2 5 3 1 1 1 2 1 1 5.629 0.141
11 Direct guidance 41 a 1 28 b 4 1 1 3 1 1 1 1 3 5 9 c 2 1 1 5.692 0.212
12 Other 93 b 12 61 c 104 a 6 10 12 10 1 1 7 9 2 2 3 2 8 5.312 0.114
Intention list: 1 Set limits, 2 Get information, 3 Give information, 4 Support, 5 Focus, 6 Clarify, 7 Instill hope, 8 Encourage catharsis,
     9 Identify maladaptive cognitions, 10 Identify maladaptive behaviors, 11 Encourage self-control, 12 Identify and intensify feelings, 13 Promote insight, 14 Promote change, 
    15 Reinforce change, 16 Deal with resistance, 17 Challenge, 18 Deal with the therapeutic relationship, 19 Relieve helper's needs
a: The most frequent category, b: The second most frequent category, The third most frequent category
The rightmost column shows the mean  usefulness score and SE for each skill.

15 16 17 18
Usefulness

121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1913 14
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